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光コムは周波数計測や分光、イメージングなどの広範な分野で有用な光源として利用されてい

る。中でも、高繰り返し光コムは、周波数モード当たりのパワーが高く、モードが選別しやすい

などの利点があるため重要である。我々のグループでは、これまでに 750 MHz の高繰り返しモー

ド同期 Yb ファイバレーザーの開発を行い、レーザー共振器直接出力を用いた自己参照法によっ

て絶対周波数制御されたファイバコムとして最高繰り返しを実現した[1]。本研究では更なる応用

性拡大において重要である低雑音・高出力な光コムの開発を行った。 

光コムの低雑音化では、レーザー共振器内に機械的特性を改良した PZT 素子を導入し、制御の

高速化を図った。光コムと参照用 CW レーザーとのビート信号 fbeatを検出し、PZT で共振器長を

変化させて安定化制御した結果、帯域 40 kHz が得られた (図 1) 。また、共振器出力 (600 mW）

を直接 Tapered-PCF で広帯域化させ、1f-2f 干渉計でキャリアエンベロープオフセット信号 fceoを検

出し、励起光強度を変化させて安定化制御した結果、帯域 1.5 MHz が得られた (図 2) 。このと

き、fbeatと fceoは同時に制御され、コヒーレントピークが観測された。 

さらに、広帯光発生に用いた残りの共振器出力 (40 mW)を Yb ファイバによるプリアンプとメ

インアンプとの 2 段構成により増幅した。メインアンプではダブルクラッド型の Yb 添加ファイ

バを使用し、高出力 10 W を実現した。このとき出力の RF スペクトルにおいても高 SN の RF コ

ムが観測され、高繰り返し 750 MHz 光コムの高出力増幅が実現できた。本研究は、JST,ERATO 美

濃島知的光シンセサイザ (IOS)プロジェクト（JPMJER1304）のもとで行われた。 
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図 2 制御時における fceoの RF スペクトル 図 1 制御時における fbeat の RF スペクトル 

第65回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2018 早稲田大学・西早稲田キャンパス)20a-B301-2 

© 2018年 応用物理学会 03-581 3.6


